















































































































































































































































































































































































　⒃ 荒木繁（1953）「民族教育としての古典教育―萬葉集を中心として―」『日本文学』第 2巻 9号　p. 1
　⒄ 鴻巣良雄（1954）「小学校における文学教育の展開」日本文学協会編（1955）『国民文学の課題』岩波書店　
pp. 123-130
　⒅ 太田正夫（1955）「国語教育の任務」『日本文学』第 4巻 12号　pp. 16-25
　⒆ 益田勝実（1952）「文学教育の問題点」『日本文学』第 2巻 1号　pp. 32-41
　⒇ 注 17に同じ　p. 123
　� 「討論」『日本文学』第 5巻 11号　p. 26
　� 西尾実（1956）「文学教育における鑑賞の問題」『日本文学』第 5巻 11号　p. 32
　� 注 21に同じ　p. 29
　� 「討論」『日本文学』第 5巻 11号　p. 15
　� 「対談　国語科教育の今昔　増淵恒吉＊北原保雄」『国語教室』第 11号　p. 18
140 増淵恒吉の文学教材指導理論に関する研究（後藤）
　� 「Ⅴ〔国語教育〕　討論」日本文学協会編（1955）『国民文学の課題』岩波書店　pp. 162-163
　� 増淵恒吉（1970）「私の文学教育史・3　表現へのアプローチ」『文学・教育』3号　pp. 130-131
　� 注 4に同じ　p. 62
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